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Evaluation of the CO2 Emission-Reducing Asphalt Mixture
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	低炭素社会の早期実現に向け、各分野において二酸化炭素排出量の削減技術・工法の開発が進められている。舗装分野でも、低炭素化に有効と考えられる技術が材料や施工の面から多く実用化されている。しかし、これらの舗装技術は、元々は施工効率やリサイクル性能の向上などを主な目的として開発されてきたため、二酸化炭素排出量削減の観点からの取り組みは十分とは言えない。
	ポリマー改質アスファルト(以下「改質アスファルト」という。)は、製造温度がストレートアスファルトよりも20℃近く高い。そのため、製造温度低減効果による二酸化炭素排出量削減効果も高くなることが見込まれる。本研究では、さらなる低炭素化のために、50℃低減効果のある中温化剤を民間企業と共同研究により開発した。
	近年では、既設の舗装からリサイクルした舗装材料(再生骨材)に新しい材料を加えて製造した再生アスファルト混合物(以下「再生混合物」という。)の出荷量が8割を越えている3)。再生混合物の製造そのものは、低炭素社会実現に寄与するリサイクル技術のひとつである。そのため、再生混合物に中温化技術を適用することで、技術の普及とさらなる二酸化炭素排出量低減効果が期待される。本研究では、再生混合物に対して適用可能な発泡系中温化剤を民間企業と共同開発した。
	ここで、評価対象とした開発品の特徴を下記にまとめる。
	(1) 開発品A … 改質アスファルト混合物に対して発泡系中温化剤を添加したもの。製造温度を50℃低減する効果が見込まれるもの。添加量はアスファルト量の1.5%
	(2) 開発品B … 再生混合物(再生骨材40 %)に対して中温化剤を添加したもの。添加量はアスファルト量の1.5%
	(3) 開発品C …再生混合物(再生骨材60 %)に対して中温化剤を添加したもの。添加量はアスファルト量の1.5%
	開発品の二酸化炭素排出量を算出することで、低炭素化の効果を検証した。算出に必要なCO2排出量原単位は「舗装の環境負荷低減に関する算定ガイドブック」4)に準拠した。例として、中温化剤を含まない再生混合物のCO2排出量原単位の計算例を表-1に示す。
	図-7に示すように、新規の改質アスファルト混合物に従来品の中温化剤を添加した場合、二酸化炭素排出量の低減率は3.8%であった。中温化剤の製造による燃料消費が係るため、図-1のように単純に燃料消費量が減るわけではない。しかし、中温化剤製造に伴う二酸化炭素排出量の増加よりも、製造温度の低減に起因する排出量の低減量が上回るため、結果的に二酸化炭素排出量の削減効
	果が得られた。一方、開発品Aは従来品よりも製造温度を50℃低減させることに成功したため、二酸化炭素排出量の低減率は5.3%に達した。
	再生混合物についても二酸化炭素排出量を試算し、低減率を算出した。図-8に示すように、再生混合物そのものでも十分に二酸化炭素排出量の削減効果が得られ、再生骨材の配合率が高いほど、削減効果が顕著であった。二酸化炭素排出量の低減率を算出したところ、再生骨材率が40%の場合で低減率は2.7%、再生骨材率を60%とした場合では9.2%であった。これらの再生混合物に対して開発した中温化剤を添加することで、それぞれの再生混合物において7.8%、14.3%の二酸化炭素排出量の低減効果があることが明らかとなった。
	今後は、他の舗装材料の二酸化炭素排出量も併せてまとめ、データベース化する予定である。
	本報では、開発した二酸化炭素排出抑制型アスファルトに対して、CO2排出量原単位に基づき、二酸化炭素排出量の低減率を算出した。通常のアスファルト混合物だけでなく、再生混合物への適用により、低減効果が高まることが明らかとなった。したがって、他の低炭素技術を積極的に取り入れることで二酸化炭素低減効果のさらなる向上が図れる可能性が示唆された。しかし、再生混合物への中温化技術適用については、品質や耐久性に関する確認が取れておらず、使用実績が少ないのが現状である。今後、技術の普及とさらなる二酸化炭素排出量抑...

